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●共公民館燿躊絆
● 1階ロビー

美術コーナー①  2月 1日から3月 31日まで

故・梅津五郎画伯の絵画を展示します。
町に寄贈していただいた作品です。

美術 コーナー②  l月 9日 から2月 28日 まで

「コーヒーカップ展」
所蔵 :白鷹町

県内外の窯でつくられた作品です。

なお、12月 号で「そば猪口展」とご案内いたしましたが

都合により変更します。

●文化実習室 特別展
▼ 2月 10日 から21日 まで (午前 9時～午後 9時 )

「あらと保育園卒園記念作品展」を
開催します。

● 1階フ回アー
▼2月 1日 から3月 31日 まで

す 「卯時酒」白柴天
海野久子さん (鮎貝)の書です。

▲故・梅津五郎画伯作「樹氷 (1978年 )」

▲左から、中善寺焼 (白鷹町 )、

九谷焼 (石川県 )、 天童焼 (天童市 )

2月 の業務時間延長日

2/5,13,19,26

一一一日用̈̈
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●鮎員地区公民館ギャラリー

(開催日:月 ～土曜日)
「白鷹高等専修学校作品展」
小さな手芸品などを展示します。
(1月 31日 まで)

「あゆかい保育園小さな作品展」
(2月 2日 から28日 まで)



町
立
病
院
等
電
話
不
通
の
お

知
ら
せ

１
月
”
日
午
後
２
時
か
ら
、
電
話

交
換
機

の
１１
■

の
た
め
、
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
町

立
病
院

へ
の
電
話
が

つ
な
が
ら
な
く

な
り
、
通
話
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
ｒ
秋
く
だ
さ
い
。

▼
不
通
期
‐ｌｌ１
　
１
月
卯
Ｈ

（月
）

午
径
２
時
～
２
時
５
分

（
馬
分
‐―ＩＩ
）

■
―ｌｉｌ
い
合
わ
せ
　
白
鷹
町
立
病
院

（雪
絲
１
２
１
５
５
）

第
２５
回
白
鷹
ス
キ
ー
場
ま
つ

り
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

▼
展

小
川

問

　

１
月

空
Ｈ

（月
）

～

２
月

器
Ｈ

（水
）

▼
展

示
会

場
　
白
鷹

ス
キ
ー

セ

ン
タ

ー

人
▼
題

　

「冬
」

「雪
」

「
ス
キ
ー
」

▼
出
品
点
数
等
　
　
人
２
点
ま
で
．

サ
イ
ズ
脂
定
な
し
。

▼
作
品
搬
人
　
１
月
空
Ｈ

（月
）
～

２
月
卯
Ｈ

（火
）

＊
作
品
衷
面
に
題
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
載

の
う
え
、
搬
人

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
搬
人
作
品
か
弓
随
時
展
示
し
ま
す
。

▼
人
選
作
品
人
彰
　
２
月
昴
Ｈ

（Ｈ
）

の
ス
キ
ー
場
ま

つ
り
開
会
行
■
に
お

い
て
実
施
し
ま
す
。

▼
作
品
の
返
却
　
３
月
１
日

（木
）

～
４
Ｈ

（Ｈ
）
白
鷹

ス
キ
ー
セ
ン
タ

ー
に
て

●
白
鷹
そ
ば

の
里
づ
く
り
振
興
会

・
新
春
そ
ば
祭
り
　
▼
い
つ
　
２
月
４
目

（日
）
午
前

１０
時
～
午
後
３
時
　
▼
ど

こ

▼
多
加
■
　
１
０
０
０
円

（前
売
券
あ
り
ま
す
）

■
問

い
合
わ
せ
　
新
春
そ
ば
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（Ｂ
∞
１
５
で
　
上
里
■
館

（畔
一勝
）
▼
内
容
　
白
Ｌ
山
置

で
高

て
た

「
で
わ
か
お
り
」

「
階
上
」
２
品
種
食
べ
比

べ

１
５
９
）

‘１＞

生

ご

み

利

用

の

家

庭

菜

田

・
花

づ

く

り

②
河
川

・
沼
な
ど
の
汚
ね
た
水
の
浄

ヒ
Ｏ
無
農
薬
野
菜
、
果
樹

の
栽
培

“
ト
イ
レ
な
ど
の
悪
央
対
策

▼
受
講
料

　

．
入
３
０
０
０
円

（資

料
代

・
材
料
代
）

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も

（
前
人
）

＊
■
前
中
込
が
必
要
で
す
。

▼
締
め
切
り
　
２
月
博
Ｈ

（火
）

▼
Ｌ
催
　
や
さ
し
い
環
境
を
つ
く
る
会

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
や
さ
し
い

環
境
を

つ
く
る
会
／
高
野

（Ｂ

・
Ｆ

Ａ
Ｘ
部
１
３
５
４
５
）
ま
た
は
熊
坂

（雪
部
１
０
４
４
９
）

荒

砥

高

等

学

校

合

同

演

奏

会

荒
砥
高
校
吹
奏
業
部
で
は
、　
＾
般

・覚
好
と

の
か
た
が
た
と
の
合
同
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
　
２
月
Ｈ
Ｈ

（日
）
午
後
２

時
間
演

（午
後
１
時

測
分
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
中
央
公
民
館
人
ホ
ー
ル

▼
山
口

第
１
部
　
件
風
、
リ
バ
ー
ダ

シ
ス
、

弓
ン
ア
レ
”
″
弓
ン
、
人

‐̈‐‐．原
の
歌

一弔
つ
ｔ
昴
　
∪
一∽
Ｚ
［
．́
ン
↓
↓
〓
］
ア一〇
ン．】［
∽
、

時
代
劇
メ
ド
レ
ー
、
ω
２
一
『
「
一の
日
一、

ｒ
一
〔
富
ω
①

第

３
部
　
の
２

一〓

∞
の
（海
彼

よ
り
）、

イ
〇
″
．
カ
レ
一∽
国

〓
口

″
．つ

＊
来
場

を
希
摯

さ
れ

る
か
た
は
ご
連

絡

く
だ

さ

い
。

■
中

込

・
――――

い
合

わ

せ
　

荒

低
高
等

学
校
／
福

岡

・
齊

藤

（Ｂ

％
１

２
１

７
，
こ

‐
‐
　

‐
‐

ハ

，

※
作
品
の
搬
人
、
返
却
に
つ
い
て
、

ご
要
｝
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

・
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
白
鷹

ス

キ
ー
セ
ン
タ
ー

（雪
新
１
２
■
５
６
）

ま
た
は
白
鷹

ス
キ
ー
場
ま

つ
り
実
行

委
員
会
委
員
長

（中
山
区
長
／
８
絲

１
０
９
２
０
）

第
３５
回
白
鷹
町
民
・
白
鷹
町

小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

▼

い

つ
　

２
月

熔
日

（日
）
午
前

８

時

「
分
開
会

▼
ど

こ
で
　

白
鷹
町
営

ス
キ
ー
場

▼
種

Ｈ

Ｏ
成
年
男

ド́
…
人
回
転

・
―‐‐―
転

（高

校
生
～
”
歳
）

中
壮
年
男

ド́
…
人
回
転

・
回
転

（＝

歳
以
１‐
）

０

．
般
女

Ｆ́
…
人
回
転

・
回
転

（高

校
生
以
Ｌ
）

▼
締
め
切
り

〇
小

。
中
学
生
‥
２
月
５
日

（月
）

午
後
７
時

（学
校
毎
ま
Ｌ
め
て
）

○
高
校
生

・

般
‥
２
月
６
Ｈ

（火
）

午
後
５
時

（必
ず
出
場
許
本
人
が

教
育
委
員
会
に
中
し
込
む
こ
と
）

▼
そ
の
他
　
当
日
は
駐
卓
場
が
大
変

泥
み
合
い
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ

に
ご
協
ノノ
く
だ
さ
い
０

■
中
込

・
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員

ヘ
バ
　
生
涯
学
習

・
ス
ホ
ー

ツ
推
進
係

（Ｂ
析
１
６
１
１
７
）

平
成
１９
・
２。
年
度
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

手
続
き
に
つ
い
て

平
成

円

。
Ｗ
年
度
の
建
設

ｌｉ
■
、

測
社

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
指
名

競
午
人
札

へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は

「白
鷹
町
人
札
参
加
資
格
審

査
中
詰
要
綱
」
に
よ
り
中
請
し
て
く

だ
さ
い
。
要
綱
は
建
設
水
道
課
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
も
ご
唯

い
た

だ
け
ま
す
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
中
請
の
場
合

は
、
２
月
器
Ｈ
到
着
分
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

▼
受́
付
期
間
　
２
月
１
日

（木
）
～

郎
Ｈ

（水
）

（ｌｉ
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
林
＝
時
、

午
後
１
時
～
４
時

細
分

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道
課
竹
理

係

（８
絲
１
６
１
４
０
）

家
庭
に
や
さ
し
い
環
境
講
座

家
庭

・
地
域

・
職
場

・
農
業
な
ど

の
場
で
で
き
る
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

の
手
法
を
や
さ
し
く
、
わ
か
り
や
す

く
学
び
ま
し
よ
う
．

▼
開
催
期
日

（５
回
シ
リ
ー
ズ
）

第
１
回
　
，
一月
釦
Ｈ

（火
）

第
２
回
　
り
一月
ゴ
Ｈ

（火
）

第
３
回
　
３
月
６
Ｈ

（火
）

第
４
回
　
３
月
日
日

（火
）

第
５
回
　
３
月
釦
Ｈ

（火
）

▼
時
―１１１
　
午
後
１
時
詢
分
ヽ
１
時
卸
分

▼
会
場
　
中
央
公
民
館

▼
講
師
　
石
川

．
剛
さ
ん

（Ｅ
Ｍ
研

究
機
構
研
究
員
）
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▼
内
容

∩
ピ

ちようりじょうゆうびん ～おしらせ版～

2月 3日 は節分です。 (,ま きの山来は、字多天皇の昔、 くらま
山の近くに住む鬼が村人を|ホ|ら せるので、 Ⅲを打って鬼を追い払
ったのが始まりといわれています。節分にいわしを食べる習慣は、
そのにおいで鬼を追い払うという縁起をかついだもの。また、い
わしの頭を中1し た柊の枝をlT先 にかける風習は、鬼の目を突くと
もいわオl、 一種の魔よけのしるしです。学校給食でも、 いわしの
7吉焼と、1也元白鷹産大、1を使った 「節分tiJを提供します。

911に は「干しずいきJを使った山形ならではの料lt
、15日 には置賜の保存食「くきたち Fし Jで、煮物を提

供する予定です。伸∫でも好きなものが手に入る時代だからこそ、
rど もたちに 11杉鷹山の「かてものJ「ぶさたにしない、 もったい
ないJの精神を郷十料Jlを通して伝えたいと思います。

今月のおらほの食材 (HJ内巾

大11・ くきたち「 し・「 しずいき
。打ち豆。ねぎ。白菜

【2月 の学校給食献立表】
6

木 木

こ
は
ん
　
い
わ
し
蒲
焼
　
磯
ひ
た
し

五
日
汁
　
一即
分
豆

こ
は
ん
　
チ
キ
ン
の
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
か
け

３
色
ひ
た
し
　
白
菜
の
み
そ
汁
　
み
か
ん

こ
は
ん
　
た
ら
磯
辺
フ
ラ
イ

わ
か
め
の
酢
の
物
　
緑
黄
色
野
菜
の
み
そ
汁

こ
は
ん
　
ホ

ー
ク

シ

ュ
ー

マ
イ

大
根
と

い
か

の
含

め
煮

　
沢
煮
椀

の
り
佃

首

食

ハ
ン
　
鶏
肉

の
ト

マ
ト

ソ
ー

ス
か
け

キ

ャ

ヘ
ツ
と

ほ
う
れ

ん
草

の
こ
ま

サ
ラ
ク

き

の
こ
ス
ー

フ
　

マ
ー
カ
リ

ン

こ
は
ん
　
ハ
ン
ハ
ー
ク
カ
レ
ー

無
右
色
福
神
晨
け

野
菜
レ
モ
ン
し
ょ
う
ゆ
和
え
　
お
米
の
タ
ル
ト

こ
は
ん
　
は
っ
け
焼
き

ほ
う
れ
ん
草
と
大
根
の
ナ
ム
ル
　
納
豆
汁

り
ん
こ

こ
は
ん
　
サ
サ
ミ
チ
ー
ス
フ
ラ
イ
大
一葉
あ
け

中
一幸
サ
ラ
タ
　
ほ
た
て
ス
ー

フ

ツ
ー

ー
ー

ン
一
　
●

ト

レ
リ

′
ク

　

‐
ン

ツ
メ

く
―

ノ

鮭
菜

め
し
　

し
し

ゃ
も

天
ふ
ら

く
き
た
ち
Ｔ
し

の
煮
物

し

ゃ
か

い
も

の
み
そ
汁

2] 22

≠

≠

≠

／

火 水

こ
は
ん
　
牛
肉
野
菜
巻
き
煮

つ
け

ほ
う
れ
ん
草
の
ア
ー
モ
ン
ト
和
え

み
そ
煮

こ
み
う
と
ん
汁
　
減
農
薬
ネ
ー
フ
ル

こ
は
ん
　
ま
く
ろ
マ
ヨ
ネ
ー
ス
フ
ラ
イ

切
干
大
根
煮
　
か
き
た
ま
汁

こ
は
ん
　

ひ
し
き
入
あ

つ
焼

き
卵

野
菜

の
お
か
か
和
え
　
と

さ
ん

こ
汁

食
ハ
ン
　
チ
キ
ン
ソ
テ
ー
カ
ー
リ
ッ
ク
風
味

海
凛
サ
ラ
タ
　
コ
ー
ン
入
野
菜
ス
ー
フ

黒
こ
ま
＆
マ
ー
カ
リ
ン

こ
は
ん
　
・小
り
の
鍋
照
焼
き

調
理
場
の
さ
っ
は
り
即
席
漬
け

え
の
き
た
け
の
み
そ
汁

こ
は
ん
　

か́
た
肉
の
南
蛮
漬
け

小
松
菜
と
し
め
し
の
お
ひ
た
し

中
華
ス
ー
フ

こ
は
ん
　
ユヽ
ほ
ろ
と
ん
ふ
り

野
菜
の
か
ら
し
あ
え
　
墜
の
み
そ
汁

ハ
ナ
ナ

こ
は
ん
　
鮭
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き

ひ
し
き
サ
ラ
タ
　
す
ま
し
汁

発
芽

ラ
イ
麦

ハ
ン

タ
ル
タ
ル

ソ
ー

ス

ワ
ン
タ

ン
ス
ー

フ

ラヒ

ルラ
サイ

タ

☆このほか毎 日午乳か 1本付きます

②



図書館だより

■町内出版物の紹介
◇「刺し子と共に」 菅 応、さ子 著
著者は鮎貝イ[111で 10`|:ほ ど前より刺しチの作成にlltり 組ん

でいます。 31可 目の展示会を記念して、写真集として発刊さ

れました。「 ^目 間違えると全部形が違ってくる。大変な束1

し子です」とご自分で評しています。町内には刺し子を楽し

んでいるかたが大勢いらつしゃるともお .Tlき しています。ぜ

ひ図書ギlでご覧くださいますようお知らせします。

■今月の新刊 1青黒三被共L5讐亀鼎ザ:じ―ご‖菖■

第238回 おはな しの会
―2月 3日  土曜日 午前 10時より 図書館にて

楽しい絵本を準llし て待っています。おいでください。

■ 2月 の休館 日 5121826

次

世

代

に

つ
な
げ

る

フ
ラ

ワ
ー

長

井

線

の
風

景

フ

ォ
ト

コ
ン

テ

ス
ト

・締

め

切

り

迫

る

！

▼
テ
ー

マ
　

フ
ラ
ワ
ー
長
丼
線
沿
線

の

「花
「
自
然
景
観
Ｌ
人
び
と
の
生

活
Ｌ
街
並
み

。
施
設
」

▼
応
募
規
格
　
四
切
リ
サ
イ
ズ

（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
で
も
可
）
で
カ
ラ
ー
、

モ
ノ
ク
ロ
は
問
い
ま
せ
ん
。

＊
画
像
合
成
処
理
を
し
た
作
品
は
受́

付
し
ま
せ
ん
。

▼
撮
影
期
―ｌｌｌ
　
平
成
ヽ
年
４
月
１
日

～
平
成

１９
年
３
月
Ю
Ｈ

▼
撮
影
部
門

一く
・
１
．
ぅ
卓
窓
か
ら
の
撮
影
　
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線

の
中
窓
か
ら
撮
影
し
た
写
真

及
び
列
車
内
を
撮
影
し
た
写
真
で

未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
最
優
秀
賞
１
点

（賞
金
３
万
円
）

・
特
選
２
点

（賞
金
１
万
円
）

・
人
選
３
点

（賞
金
５
０
０
０
円
）

・
仕
作
３
点

（副
賞
）

②
列
車
撮
影
　
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

の

列
中
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
写
真
で

米
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
最
饉
秀
賞
１
点

（賞
金
２
万
円
）

・
特
選
２
点

（賞
金
５
０
０
０
円
）

・
人
選
３
点

（賞
金
３
０
０
０
円
）

・
住
作
３
点

（副
賞
）

＊
す

べ
て
賞
状
が
贈
ら
ね
ま
す
。

▼
応
募
締
切
　
３
月
別
Ｈ

（ｌ‐
）

▼
人
賞
の
発
表
　
４
月

（予
定
）

人
賞
者
に
直
接
通
知
し
、
沿
線
市

町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
等
で
発

表
し
ま
す
。

▼
応
募
―‐
の
注
意

①
応
募
点
数
は
、
１
人
６
点
ま
で
。

一②

応

募

作

品

は

原

則

と

し

て

返

却

し

ま

せ

ん

。

・Ｏ
応
募
作
品
の
版
権
は
Ｌ
催
者
側
に

属
し
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用

拡
大
等
の
目
的
で
使
用
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

④
応
募
作
品
は
必
ず
応
募
用
紙

（自

作
可
）
に
必
要
事
項

（撮
影
部
門
、

題
名
、
撮
影
場
所
、
氏
名
、
作
所
、

電
話
番
号
、
撮
影
日
）
を
記
入
の

う
え
、
裏
面
に
貼
り
付
け
て
応
募

く
だ
さ
い
。

⑤
人
賞
作

ｉ‐‐‐ｉ‐
に
は
フ
ィ
ル
ム
、
ネ
ガ
、

画
像
デ
ー
タ
等
原
版
の
提
供
を
求

め
ま
す
。

③
人
賞
は
１
人
１
賞
と
し
ま
す
。

■
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
　
山
形
鉄

道
株
式
会
社

一
Ｔ
９
９
３
１
０
０
８

４
長
井
市
栄
町
１
１
Ю
　
雪
器
１
２

０
０
２
）
ま
た
は
政
策
改
革
課
政
策

企
画
係

（雪
錦
１
６
１
２
３
）

米

坂
線
全
線

開
通

７。
周
年

記
念

「
米
坂
線

に
乗

っ
て
、
米

坂
線

を
写
そ
う

！
」

フ
ォ
ト

コ
ン
テ

ス
ト

・
締

め
切

り
迫

る

！

▼
部
門

（テ
ー

マ
）

！

‐―‐―
窓
か
ら
」

②
米
坂
線
と
ひ
と

③
米
坂
線

の
中
両

▼
締
め
切
り
　
１
月
斑
Ｈ

（水
）

※
募
集
規
定
に
つ
い
て
は
広
報
し
ら

た
か
９
月
比
Ｈ
号
を
ご
覧

い
た
だ
き
、

詳
細
や
応
募
方
法
な
ど
は
お
―ｌｌｌ
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
　
米
坂
線

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
■
務
局

（０

２
５
４
１
ｍ
１
１
４
７
６
）

平成 19年度

白鷹町日 雇々用職員(臨時・パート)の

登録を受け付けます

▼通勤手当相当割増賃金

2+ロ メー トル以上 5+ロ メー トル未満  1()()円

5・ロメー トル以 1110キロメー トル未満 2()()円

10札 メー トル以 L         3()()円
▼勤務形態

職 frT・ 職場により■ll務 |キ出1、 llltt H数 が異なります。

▼提出書類

|′ 1鷹‖l臨時ll lil登 録 |||:請 :|「

*役場総務課に準備しています。
田lホームベージからもダウンロー ドできます。

(httl〕 ://、 'ヽwヽ 'ヽt()ヽ ・ヽ1l shir(ltalま ly〔 1111〔 lgata.jl)/)

▼締め切 り

2月 1611(金 )(そ の後も随 1子受けイ」けます )

*!峠類を提出さオ1た かたは 「白腔:‖ I日 々雇用職 11(ヽ録名簿J

に登録され、必要に応じて名簿イト録 者の中から″I用 します (名

簿登録 者全 l.1が ,fF用 されるわけではありません )。

■受付・ 問い rヽゎせ

総務課総務係 (885-6120)

▼職種と賃金

職 種 資 格 要 件 賃金 (時給)

一般事務
調理員
保育士・保育助手

平成 19年 4月 1日 現在
満65歳未満のかた

725円

学校用務員
平成 19年 4月 1日 現在
満65歳未満のかた
普通自動車免許取得者

下水道普及相談員 普通自動車免許取得者

自動車運転手
有資格者 (大型・大型特
殊運転免許等取得者)

760円
～ 1,188円

ボイラーマン 有資格者 (2級以上) 900円

保育士 有資格者 760円

保健師 有資格者 1,375円

書  名 著者 名 出版社

薄闇シルエット 角田 光代 角川書店

海に落とした名前 多和田葉子 新潮社

永遠の 0 百田 尚植i 太田出版

大人が絵本に涙する時 柳田 ナF男 平凡社

神の領域 堂場 瞬― 中央公論新社

気がつけば、 まほろば人 宮原博通編 ぎょうせい

今日から歩く ! 湯浅 景元 大和書房

御隠居忍法亡者の鐘 高橋 義夫 中央公論新社

再生医療のしくみ 八代 嘉美 日本実業出版社

自然木・流木の木工 誠文堂新光社

死顔 吉村  昭 新潮社

使命と魂のリミット 屏尋里予 圭吾 新潮社

手で編む可愛い布ぞうリ 小石 正子 河出書房新社

動物ウィルスが人間を襲う 1 中島 捷久 PHP研究所
中庭の出来事 恩田  陸 新潮社

脳梗塞を治す本 堀居  昭 マキノ出版

爆心 青来 有一 文芸春秋

ひざが痛くてつらいときに読む本 黒田栄史監 小学館

北極圏のサイエンス 赤祖父俊― 誠文堂新光社

目からウロコの経済のしくみ 西野 武彦 PHPエァィターズ
闇鏡 堀川アサコ 新潮社

道連れ彦輔 逢坂  岡| 文芸春秋

1'
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母子健康手帳の交付

お||さ んとお rさんの健康を守るために、
力[妬|さん

`ヽ

itに交倒していますっ
●随時交付しますが、保健miが留守の場r)
がありますので、事llに電話などでご連
絡ください。

●場|りi:健 Lk福 |‖ :セ ンター

赤ちゃん健診

●‖私::

月  日 健  診 対 象 り里

2月 7日 (水 )
3カ 月児 平成18年 10月生まれ
9カ 月児 平成18年 4月生まれ

14日 17K}
力

科

６

歯

歳
児

２

月
平成16年 3月 21日
～7月 31日生まれ

22日休) 3歳児 平成
15年 7月 26日
～9月 30日生まれ

28日 (7Kl
６

児

歳
月

１

カ

平成17年 6月 1日
～7月 31日 生まれ

0°
l,青 i彎‖H鋤別卜叫
9カ サ1児・・・・・午後 1時～1時 20分

1   2方 6ヽカ リ|りι‖1不 |・・・
′11を 1 ケ～1‖ 120ク ,

1歳 6カ ||り」。3歳児
………・|ヽ 12‖、i30分～ 1‖ !25分

( ●持ち物
〔
  |サ r健康「 帳、 バスタオル、 11診 り:(3
カサ|り」。9カ リ1児は事前に配ni、 2歳 6

t   力月り」1特不|・ 3洋モリ」・ 1ぶt6カ サ1児はIlド
:  送)、 3カ サ1児・9カ サ1児健診のかたは〕

'

ド′j接 i重 L診 ケ|(

●注意
| *1円 iクリ:と |lr健康「 帳

の「保護との記録J
を必ず記入しておいでください。
*1歳 6カ サ1児 。3歳り」ltll診は郵送する円
i  診ギ:で指定さイlた時||||に おいでください。

*待ち‖、illllを 1/Nな くするため受付時1嗣をず
らしていますので、ご協力ください。
*お i4さんが、当ロサt合が悪かったり、 1
週 1月以内にブ、にうつる可能性のあるl Al気

(みずぼうそう、 ィ)フ ルエンザ、突発
性発り参、 とびひなど)にかかったりした
ときはJ「前に電 i舌などでごi・F絡くださいっ

日本語の通訳が必要なかたヘ

1寸 r健康「 帳交IJ時、 llll学級や赤ちゃ
んll診などで通1沢をお願いすることができ
ます。,と、要なかたは事前にご連絡ください。

各種相談

【すこやか子ども何でも相談】
お1さ んの健ιkや育児のことなど、どん
な小さなことでも ^ノ、で悩まず、ご‖|1談く
ださい。

【健康相談】
赤ちゃんからお年寄りまで、体や′と、の健
康に関すること

`、

般
*保健師、栄養 |:が本H談をお受けします。

らくらくスマイル教室を開催しています |

健康づくりのための体操教室です。 メタ
ボリックシンドローム予防のため、ぜひご

参加ください。

● 2サ 11日 (イ()1511(木 )
1ヽの部 午後 11、ケ3()分～3‖ |
夜の部 午後7ケ～8時 30分

●内容

ストレッチング・リズム体操・ボール体
操ほか

●中込・1用い合わせ

健康作Ii杓 [課健Lk推進係 (886-0210)

.∩

雪による煙突などの被害について

本格的に雪の降る季節になりました。

ところで、皆さんのお宅の煙突や排気筒、ガスボンベは大丈夫で
しょうか。雪に埋まっていたり、軒先から垂れる雪で破損していま
せんか。そのままにしておくと、火災や一酸化炭素中毒になる恐れ
があります。煙突・排気筒 。ガスボンベを点検し、補強したりこま
めに除雪をしましょう。

また、万が一の火災の際、消火活動

が迅速に行うことのできるよう、お近

くの「消火栓」や 「防火水槽」等の除

雪にもご協力をお願いいたします。

00 °

。 Oi)°
cの 。:。

　

０
　
０

０

　
ｏ

。

00

○°
。Ol?。 〔1/ル

|'1百 ,こ た千「 日ri田 1捻「ち|‖ ||||′ りlいЧ置||り ‖: 暉t‖ 1人■荒,tIヽ 338(ピ 3ヽ (ヽ F)Jl‖  Fヽ (ピ 38(8馬 )ピ lJヽ

ファミリーサポートセンターを
ご利用ください

フアミリーサホートセンターとは、 1台
てσDお
「 伝
いを受けたいかた (利用会!1)

とr台てを応援できるかた (脇 力会!1)で
構成される会!t判 1織です。
▼利用対象 (利用会員)
‖1内にお||:ま いのかたで、llIね小学校llt
学年以ドの 1ど もの保it計
▼会員登録
利|||するには会it(ヽ録が必要です。(ヽ録
用紙は lfiて 支援センター (ll ltk福 ‖:課
内)にあります。
※利‖|ド |(たなど、「

｀
「しくはお|‖いr)わせく

ださい。
■問いr)わせ lltltk作‖‖:課
r台て支援センター係 (886-()212)

‥

　

　

‥

　

　

　

　

Ｉ

　

　

　

‥

　

　

　

■

生活相談所の相談日
2月 7日 17k)弁護士相談並びに一般相談
2月 14日 17k)一般相談
2月 21日 (7klイ予政相談
2月 28日 17k)一般相談

▼会場
▼時||||
▼弁i隻
*弁護

■1用ぃr)ゎせ′
l贈i‖ |`|:会 社I‖:協議会

とノ、ヤ1‖ :セ ンター
午it1 0,か ら

′
11後 3時まで

1′女部 敏さん
‖1談は前日まで要予約、

′
|:後 1、|

らヽ3時 35分まで。相談は無||。

▼いつ 2111311(火 )′ |:後 1時～5、 |
▼どこで とノ、件i‖ :センター
▼‖1談 |1 無料
*lIItに連絡があイlば、‖1談時||||な ど調1籠
します。ブライバシー厳守t
■|‖ぃr)ゎせ
,I業振助(課 PI[振興係 (885-6136)

「結婚相談室」の開設

農業委員会のお知らせ

●211の lt業委it会総会開lll‖
2112('||(||)

●Itl也法1対係の中高i締めりすり‖
21113H(火 )

■|‖い

`)わ

せ
農業委!!会農l也 llJI“係 (885-6128)

0



人事行政の運営等の状況を公表 します

町政に対してよリー層のご理解をいただくために、

づき、 人事行政の運営等の状況についてお知らせ致 し
「白鷹町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例Jに基
ます。

1 各任命権者からの報告の概要

①職員の採用の状況
平成17年度は、医療職 1人 (1人 )の職員を採用しました。 *( )内は、女性の数です。
② 再任用の状況

再任用職員は、高齢者雇用の推進等のため定年退職者等のうち、あらためて採用される職員で、地方公務員法第

28条 の 4の規定により採用される常時勤務職員と、同法第28条 の 5の規定により採用される短時間勤務職員がいま
す。平成17年度において、再任用職員の採用はありません。

③職員の退職の状況
平成 17年度における職員の退職の状況は下表のとおりです。

行政職 保育士 医療職 技能労務職 教育職 計

定年退職 0人 1人 0人 2人 0ノk 3人

勧奨退職 3人 2ノ人、 0人 0人 0人 5人

自己都合 0人 0人 2人 0人 0人 2人

その他 (死亡) 1人 0人 0人 0人 0人 1人

合 計 4人 3人 2人 2人 0人 11人

④部門別職員数の状況と主な増減理由
(各年 4月 1日 現在 )

rl Q

El■

区  分 職員数
増減数 主な増減理由

書5  P司 17年度 18年度

一
般
行
政

議 会 2ノ人、 2ノヽ 0人

総 務 33メ、 30人 △3人 退職不補充による減、業務縮減による減

税 務 13人 13人 0人

労  働 1人 1人 0人

農林水産 14人 13人 △ 1人 事務統合による減

商  工 7メ、 6ノk △ 1人 事務統合による減

土 木 9人 9人 0人

民 生 47メ、 46ノk △ 1人 保育部門職員の減

衛  生 10人 9人 △ 1人 衛生部門職員の減

小 計 136人 129ノk △ 7人

特
別
行
政

教  育 27メ、 26メ、 △ 1人 公民館部門職員の減

公
営
企
業
等

病  院 59メ、 57メ、 △ 2人 診療部門職員の減

水 道 5人 5人 0人

下水道 4人 4メ、 0人

その他 11人 11人 0ノk

小  計 79ノk 77ノk △ 2人

合  計 242メ、 232ノ人、 △ 10人

①総括
人件費の状況 (平成17年度一般会計決算)

(注)人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

職員給与費の状況 (平成 18年度一般会計当初予算)

住民基本台帳人口
(18331現在 ) 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B)

人件費率
(B/A)

16,618人 73億 7,774万 円 3億 4,008万 円 14億 9,258万 円 202%

数
＞
口貝
Ａ
職
＜ 給与費

1人当たり給与費
(B/A)

160メ、
酪合米斗 職員手当 期末・勤勉手当 計 (B)

609万 円
6イ意5,243万 円 7,933万「円 2億 4,329万 円 9億 7,505万 円

(注)職員手当には、退職手当を含みません。

0



ラスパイレス指数の状況 (各年 4月 1日 現在 )

年度 白鷹町 県内町村平均 全国平均 山形県

平成 13年度 967
平成 17年度 92 1 944 937 1005
平成 18年度 933 938 935 1006
(注)ラ スパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と した場合の地方公務員の給

② 職員の平均給与月額、初任給等の状況
職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 (町・県は平成 18年 4月 1日 、

与水準を示す指数です。

国は同年 1月 15日 現在)

(注 )平均月額上段の数値は平均給料月額であり、職員の基本給の平均である。
平均月額下段の数値は、給料月額と毎月支払われる諸手当を含めたものである。

職員の初任給の状況 (平成 18年 4月 1日 現在)

区 分 白鷹 町 山 形 県 国

一般行政職
大学卒 170,200円 170,200円

1種  179,200円

‖種  170,200円
高校卒 138,400円 138,400円 138,400円

技能労務職 高校卒 138,200円 134,000円 135,600円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (平成 18年 4月 1日 現在)

区 分 経験年数 10～ 15年 経験年数 15～ 20年 経験年数 20～ 25年

一般行政職
大学卒 287,500円 312,500円 362,300円
高校卒 238,400円 284,100円 328,800円

技能労務職 高校卒 228,600円 286,100円 308,900円
(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

③ 一般行政職の級別職員数等の状況
一般行政職の級別職員数の状況 (平成 18年 4月 1日 現在)

区   分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

計標準的な
職務内容

主  事 主  事 主 任 係  長 課長補佐 課  長

職員数 7人 25メ、 50ノk 44人 13人 9人 148ノk
構成費 47% 169% 338% 297% 88% 61% 100.0%

(注)1 級区分は、町の給与条例によるものです。
2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

昇給期間短縮の状況

④特別職の報酬等の状況 (平成 18年 4月 1日 現在 )

(注 )

○町長、助役、教育長はそれぞれ20%、 12%、

5%町独自削減後の金額です。
○期末手当は35%の 加算措置があります。
○退職手当は任期満了毎支給され、支給月数

は 4年間在職した場合です。

O

区   分
白 鷹 町 山 形 県 国

平均月額 平均年齢 平均月額 平均年齢 平均月額 平均年齢

一般行政職
333,300円

43歳 4月
363,900円

42歳 11月
328,477円

40歳 4月365,500円 427,200円 381,212円

技能労務職
318,300円

43歳 9月
332,000円

42歳 4月
286,500円

48歳 4月340,400円 368,500円 318,595円

区   分 一般行政職 区 分 一般行政職

16年度

職 員 数
A 167人

17年度

職 員 数
A 154メ、

普通昇給期間 (12～ 24月 )を
短縮 して昇給 した職員数

B 15人

普通昇給期間 (12～ 24月 )を
短縮して昇給 した職員数

B 9人
ト
ル 率

B/A 90%

ト
ル 率

B/A 58%

区  分 給料・報酬月額 期末手当 退職手当

給

米斗

町  長 648,000円

6月 期  16月
12月 期  17日

27216カ 月
助  役 554,400円 15888カ 月
教育長 532,000円 11328カ 月

報
　

酬

議  長 310,000円
計  33月

副議長 250,000円

議  員 235,000円



区   分
6月 期 12月 期 計

白鷹町 国 比 較 白鷹町 国 上ヒ車交 白鷹町 国 上ヒ車交

期末手当
120

140
△ 020 136

160
△ 024 256

300
△044

124 △ 016 142 △ 018 266 △034

勤勉手当 0725 0725 0 0.725 0725 0 145 145 0

⑤職員の手当の状況
期末手当・勤勉手当の状況 (平成 18年 4月 1日 現在 )

(注)制度上の段階、職務の級による加算措置があります。
期末手当上段は管理職、下段は管理職以外の職員の支給月数です。町独自削減を実施しています。

退職手当の状況 (平成 18年 4月 1日 現在 )

区 分 自己都合 定年・勧奨

支

給

率

勤続 20年 210 月 分 273 月分
勤続 25年 3375月 分 4212月 分
勤続 35年 475 月分 5928月 分
最高限度額 5928月 分 5928月 分

その他の
加算措置

定年前早期勧奨退職者
(2%/」 らヽ20%カロ算)

その他の手当 (平成 18年 4月 1日 現在 )

手 当 名 内  容 国の制度
との異同

支給実績
(17年度一般会計決算)

支給対象職員 1人当た
り平均支給月額

扶養手当 扶養家族のある職員 同 17,115千 円 16,700円

管理職手当
管理職 (課長級)の役職に
ある職員

異 3,325三千円 30,900円

寒冷地手当 寒冷地に勤務する職員 同 13,261千 円 (83,500)円

通勤手当 通勤距離に応じて支給 異 7,797千 円 5,600円

住居手当 住宅を借り受けている職員 同 5,523千 円 5,700円

児童手当
小学 3年生までの児童をも
つ職員

同 1,900千 円 6,250円

(単位 :月 )

※年額平均

Q

η

(1)職員の休 日
(イ )国民の祝日に関する法律に対1定する休日
(口 )1月 1日 から同月 3「1まで及び12月 29日 から同月31Hまでの日((イ )の 日を除く)

(2)勤務時間の概要
職員の勤務時間は、一週間当たり40時 1呂 lと定めらオ1ており、原則毎週月曜日から金曜日までの、そオ1ぞれ 8日寺30分

から17時 15分までの勤務となります。そのうち、 12時から12時 15分 までと17時から17時 15分までの間は、休息時間、

12時 15分から13時までの間は休憩時 1間 となっています。

なお、 一部の職場においては、その業務の実情に応じて職員の勤務時間の害1り 振りを行つています。

0

時間外勤務手当の状況 (一般会計決算 )

区   分 支給総額 職員 1人当たり支給年額

平成 16年度 39,6181 円 22万 9千円

平成 17年度 30,413千円 19万 円

特殊勤務手当の状況 (平成 17年度一般会計決算 )

手当支給職員の割合 275%

支給対象職員 1人当
たりの平均支給年額

2万 9千 円

手当の種類 (手当数 ) 3

手当の内容

1保育業務に従事する園長
及び保育士に対する手当
2税務事務に従事する職員
に対する手当
3特殊自動車の運転業務に
従事する職員に対する手当

(平成 17年度病院会計決算)

手当支給職員の害1合 100%

支給対象職員 1人当
たりの平均支給年額

47万 6千 円

手当の種類 (手当数 ) 11

主な手当の内容

1放射線、試薬等を扱う危
険業務
2死体処置搬出等の業務
3手術に従事する場合

(平成 17年度水道事業会計決算)

手当支給職員の割合 600%

支給対象職員 1人当
たりの平均支給年額

5千 円

手当の種類 (手当数 ) 1

手当の内容 夜間休日等に緊急に現場出動を要する場合
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(3)休暇制度の概要・種類等
ll K員の休ll長 には、イ|:次有給休 |え、病気体 1長、特り|1休 |1長、介護体暇、判lr)休暇があります。
なお、特り|1休 1長の |:な柿類は、次のとお |)でう。
・||1産の場合 ・なの出産の場f)。 結婚の場 r)・ ′11後 1年 にす上しない rを 育てる場 r)
・山JI‖ i´及び父1子の祭日の場 r)・ 夏季における 4註等の諸行事等に対応する場 r)・ 感染りi
・災li千等により||1勤することが杵しく1木1難であると認めらオlる 場合

・忌り|の場 r)
の場 r)

(1)分限処分の状況
1`4成 17イ li11において、免職処分及び降任処分さオ1た職員は t

また、 1`4成 17イ |;度に体職処分さオtた職 liは、 1人 となって t
(2)懲戒処分の状況
|`え成17イ li度において、懲戒処分を受けた職員は 1人 (llk(li l
処分JI山 別にみると、11:り ||り (ド益行為1月係となっています。

まヽせんで した。

まヽす。

人)で した。

籠

ピ》

(1)職務専念義務の免除
職 itは、法

`|:ま

たは条1/VIに 定めがある場 r)の ほかは、その勤務 ||、子|||1及び職務 11の 71:意 ノJのすべてをその職務遂行
のために用いなけオlばなりません (地方公務 li法第35条 )。 ただし、 「職 itの職務に 1ヽ1念する義務の特例に1月する

条仰IJにより、 lll修 を受ける場 r)や職務 11必要な教養を目的とする「|1習 会、「|1演会等に参力||する場合などに、ll l務
午ヽ念義務がうt除 さオ1る ことがあ |)ます。

(2)営 利企業等従事の許可状況
l ilitは、任命権 者の許 |∫を受けなけオlば、営利を目的とする会社等の役 Ilを ,にねる、報 lllllを イU:て いかなる J「 業′T
しくは lf務 に従 '1「鶴:し てはならないとさオlて います (1也方公務員法第38条 )。 1`4成 17年度における許 ||∫ ||:数は62件

となっています。 liな |「山は、 1可勢 |りJ査の調査 J」「務に従 J「 したものです。

(1) 研修の概要
|`え ルヽ17イ li度に実施し

(2)職員の勤務成績の評定
役職職 itについては、指導・統率

勉、 rifl感、 ||:tl")速 1虻。確
′

'こ

|■、

たイリ「修は、以 ドのとおりです。

、 J:|「感、千J:l「の速度・確実 IJi、 企 ||li・ 判断を、 また、 ^般職 J:については、 1功
71:意 ノJ、 職務知1識を評定 し、レlll、 昇格及び人 JillL置 の参考としています。

研修区分 コース数 延べ人数
町独 自研修 6コ ース 344ノk
派遣研修 29コ ース 60ノ入ゝ

(1)福利厚生制度の概要
ll l i tの 共済制1虻は、地方公務il法第35条にメ[tづぃて定めらオlた地方公務 it等 共済利[合法によって具体的に定めら
オlて います。共済 1‖度を運用し、実施する i:体は山形県 |IF‖∫本ヽ「職員共済約l合です。共済組合では、組合liである職
11とその家族の病気・ケガ 。||1産・クピ亡等に対して必要な給付を行う「短サ明給付 J「業J、 職員の退職 。障害・タピ亡
に対してイli`ヽ または ‐||、子()の給イJを

`iう

「上そ期給付 J「業J、 健康の保持増i■ J「業やイ|:宅資金の1ヽ し付けなどの 「福
れli J「 業Jの 大きく分けて 3つの ll業を行つています。その他の補1利厚ノli J」 業として、本田∫において1/t康ナ申1進等を図
る目的で、Itt i tl「 ノ|:会 にれli助 金を交付しました。

(2)公務災害の発生状況
公務災1年補償制度は、職 itが公務 11の 災害 (負傷、疾病、障害及び死亡)または通勤による災fifを受けた場合に、
その災lifに よって/11じ たlitiifの補填 (補償)と 、被災職員の社会復情}の推進及び職 it・ 遺族の援護を図るために必
要な |「業 (打 111:J「 業)を行うことを目的としています。 )t体的には、1也方公務li法第15条 に基づいて定めらオlた 1也
方公務it災 liFFlltt法 によって定めらオlて います。 |`え成17年度に公務災lifと |;想定さオlた件数は 3件となっています。

||

1.

2.

公 平 委 員 会 の 業 務 の 状 況

勤務条件に関する措置の要求の状況

|`え成 17年度で、勤務条件に関する措 lriの 要求はありませんでした。

不利益処分に関する不服申立の状況

|`え成 17イ li度は、 i亥
Ч
lあ りませんでした。

0


